
 

 

平 成 2 9 年 ２ 月 ３ 日 

復 興 庁 

 

「新しい東北」交流会 in仙台の開催について 

―交流会のプログラム（暫定版）の公表― 

 

「新しい東北」官民連携推進協議会（事務局：復興庁）では、２月９日（木）に宮

城県仙台市で、「『新しい東北』交流会 in仙台」を開催いたします。 

この交流会は、復興・創生に携わる皆様での情報共有・意見交換の場として、今後

の交流・連携に繋げていただくことを目的としています。 

 

今回は「これからの担い手」づくりをテーマに、「新しい東北」の創造に向けた今

後の活動の主体となる「担い手」に焦点を当て、これからの担い手づくりに向けた方

策や課題を議論するとともに、被災地で進む好事例を紹介します。 

また、地域でのまちづくりの担い手育成、未来を担う子どもたちへのキャリア教育、

起業支援等、様々な分野での「担い手」育成の取組を通じて、今後の「担い手」づく

りを考えます。 

どなたでもご来場いただけますので、奮ってご来場ください。 

 

１．日時：平成 29年２月９日（木） 13:00～ 

 

２．場所：せんだいメディアテーク（宮城県仙台市青葉区春日町 2-1） 

 

３．主な内容： 

・ 「新しい東北」復興・創生顕彰等及び「企業による復興事業事例」の顕彰式 

・ パネルディスカッション（「これからの東北を支える担い手づくり」をテー

マに、宮城県で活躍するリーダーたちのディスカッションを通じて、取組を継

続的に続けていくための仕組みづくりを議論） 

・ 復興支援インターン取組発表（復興庁主催の「復興支援インターン」に参加

した学生より、新商品開発の取組を発表） 

・ Support Our Kids 取組発表（海外へのホームステイプログラムに参加した学

生より、自ら立ち上げた復興プロジェクトを発表） 

・ セミナー（「震災と意志について―復興のあとに残すもの―」をテーマに、

震災後の活動に焦点を当て、震災後の意志のはたらき等に迫るとともに、「復

興のあとに残すもの」を議論）                    等 

                                        

記 者 発 表 資 料 



 

※別添「『新しい東北』交流会 in仙台 プログラム（暫定版）」 

※「新しい東北」官民連携推進協議会ウェブサイト 

http://www.newtohoku.org/works_detail_015 

 

４．その他 

※１ 本交流会のプログラムは全箇所取材可能です。 

※２ 取材準備の都合上、取材を希望される社(者)は、別添の「告知のお願い｜取材

のご案内」の「取材要望シート」により、２月７日（火）までに社名、取材代表

者氏名、カメラ撮り希望の有無（有の場合はスチールかムービーの別）を、「新し

い東北」官民連携推進協議会事務局宛てにメール(nt-info@bwt.jtb.jp)にて登録

をお願いします。 

※３ 取材に当たっては、必ず現地担当者の指示に従ってください。 

※４ 取材される方は、社名入りの腕章を着用してください。 

※５ プログラムの内容については、予定であり、変更・中止されることがあります

ので、御了承ください。 

 

【添付資料】「新しい東北」交流会 in仙台プログラム（暫定版） 

【「新しい東北」官民連携推進協議会ウェブサイト】 

http://www.newtohoku.org/works_pr 

 
本件連絡先： 

復興庁総合政策班 小峰、加藤 
TEL：03-6328-0223 


